
山本:雷 鳴 壺 考

 

69

雷

鳴

壺

考

山零

本

利

達

平
安
京

の
内
裏

に
お

け
る
後
宮

は
、

七
殿
五
舎
あ

る
。

そ
の
五
舎
は
、

モ
れ
ぞ
れ

の

壺
庭

に
あ
る
木

に
よ

っ
て
、
藤
壷
、

梅
壺
、

梨
壷
、
桐
壷
と
呼
ば
れ
た

が
、
襲
芳
舎

だ

け
は
、
な
ぜ
冒
鳴
壺
と
呼
ば
れ

る
の
か
明
ら
か

で
な

い
。

『
和
名
抄
』

に

「
以
鄙
盤
俗
謂
之

冒
鳴
壺

」
と
あ
る
。
落
冒
し
た
木

を

「
露
屋
木
」

と

い

っ
た
例

が
、

『
扶
桑

略
記
』

や

『
帝

王
編
年

記
』
.
に
み
え

る
。

『
和

名
抄
』

の

「
露
盤
」
ま

「
廓
震
木
」

の
意

で
あ
り
、

「
軍
儘
」
は

『
伊
呂
波
宇
類
抄
』

に

「
か
み

な
り
」

の
訓

み
が
あ

る
の
で
、

「
騨
盤
木
」

ま

「
か

み
な
り
の
き
」
と

も
い
わ
れ
、
襲

芳
舎

に
は

「
露
麗
木
」
が
あ

り
、

そ
の
こ
と
か
ら

「
か
み

(
ん
)

な
り

の
壷
」

と
呼
ぱ

れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。

か
む
な
り
の
つ
ぼ
に
人
人
あ
つ
ま

り
て
秋
の
よ
を
し
む
歌
よ
み
け
る

つ
い
で

に
よ
め
る

み
つ
ね

か
く
ば
か
り
を
し
と
思
ふ
夜
を
い
た
づ
ら
に
ね
て
あ
か
す
ら
む
人
さ

へ
ぞ
う
き

古
今
集

一
九
〇
番
の
詞
書
と
歌

で
あ
る
。

こ
の

「
か
む
な
り
の
つ
ぼ
」
に
つ
い
て
、

『
教
長
注
』
は
、

ω

カ
ソ
ナ
リ
ノ
ツ
ボ

ハ
襲
芳
舎
ナ
リ
。

イ

ニ
シ
エ
ノ
ミ
カ
ド
、
カ
ミ
ノ
ナ
ル
ト
キ

ハ
コ
ノ
舎

ニ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
テ
。
六
府

マ
イ
リ
テ
弓
箭
帯

シ
テ
ハ
ベ
リ
ケ
リ
。
シ

カ
レ
ド
モ
マ
タ
、
サ
モ
ナ
キ
ト
キ
モ
ア
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
延
長
八
年
六
月
廿
六
日

雷
電

シ
テ
、
カ
ミ
ヲ
チ
テ
大
納
言
清
貫
、
在
中
弁
希
世
ナ
ド
殿
上

二
被
振
ケ
ル

ト
キ
ハ
、
ミ
カ
ド
清
涼
殿

ニ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
ト
ミ
エ
タ
リ
。
重
明
王
漣
号
李

部
王
、
為
式
部
卿
.故
也
〉
記

ニ
コ
ノ
事

コ
マ
カ

ニ
シ
ル
セ
ル
ナ
リ
。

ま
た
、

『
顕
昭
注
』
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

②
カ
ム
ナ
リ
ノ
ツ
ボ
ハ
襲
芳
舎
也
。
イ
ニ
シ
ヘ
ノ
ミ
カ
ド
、
カ
ミ
ノ
ナ
ル
ト
キ

ハ
、

此
舎

ニ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
テ
、
六
府

マ
イ
リ
テ
弓
箭

ヲ
帯

シ
テ
侍
ケ
リ
。
然
而
サ
モ

ナ
キ
ト
キ
ア
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
九
条
右
丞
相
遣
誠
云
、
凡
不
信
之
輩
非
常

二
失
レ

命
写、
前
豊
已
近
。
貞
信
公
語
目
、
延
長
八
年
六
月
廿
六
日
露
二震
清
涼
殿
～之
時
、

侍
臣
失
レ
色
。
吾
心
中
.
帰
二依
三
宝
四
殊
無
レ
所
レ催
。
大
納
言
清
貫
、
右
中
弁

希
世
、
尋
常
不
レ
尊
ご
仏
法
閥
此
両
人
已
当
二其
妖
↓
以
レ
是
謂
つ
Z
,、
飯
真
之
力
、

尤
逃
一一爽
映
一
云
々
。
教
長
卿
、
重
明
王

〈
号
二
李
部
王
一為
二
式
部
卿

一之
故
也
〉

記

二
此
事
委
注
レ
之
。

雷
鳴
壺
は
襲
芳
舎

の
こ
と
で
あ
り
、
雷
鳴
の
あ

っ
た
時
に
は
、
天
皇
は
そ
こ
に
赴

き
、
六
衛
府
の
武
士
は
弓
箭
を
帯
し
て
、
そ
こ
に
参
集
し
天
皇
を
警
護
す
る
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
注
は
、

『古
今
集
註
』

(毘
沙
門
堂
本
)
、

『古
今
栄
雅
抄
』
、

『
八
代
集
抄
』
に
も
見
ら
れ
る
。
近
代
の
注
に
も
、
金
子
元
臣

『古
今
和
歌
集
評

釈
』
、
窪
田
空
穂

『
古
今
和
歌
集
評
釈
』
、

日
本
古
典
文
学
大
系

『古
今
和
歌
集
』

等
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、

『
古
今
秘
註
抄
』

で
は
、

「
雷
鳴
の
と
き
、
瀧

口
ま
い
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り
て
弦
打
を
し
て
君
を
ま
も
り
た
て
ま

つ
る
と
こ
ろ
な
り
。
か
の
つ
ぼ

の
天
井
を

ぱ
ふ
た

へ
に
し
た
る
也
」
と
述

べ
て
い
る
。
関
根
正
直
補
、
加
藤
次
郎
著

『増
訂

有
職
故
実
辞
血
G

で
も
、

「雷
鳴

の
時
、
天
皇
此
処
に
渡
御
し
瀧

口
等
を
召
し
て

鳴
弦
せ
し
め
た
る
に
よ
り
て
此
の
名
あ
り
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
,雷
鳴
の
時
、

天
皇
の
襲
芳
舎

へ
出
御
の
例
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

③
雷
鳴
陣

く
清
涼
殿
行
事
云
、
雷
鳴
時

、
速
装
束
殿
上
召
近
伏
、
又
召
内
蔵
寮
雷

喫
麻
云
々
V

大
声
三
度
以
上

〈
秋
節
依
宣
旨
立
、
昌
泰
三
七

「
一
イ
」
日
両
度
立
、
羽
林
抄

云
若
其
声
盛
則
蔵
人
奉
仰
可
陣
立
之

由
〉
大
将
以
下
帯
弓
箭
、
候
御
前
孫
庇
、

〈
大
臣
大
将
帯
弓
箭
、
不
著
綴
之
、
〉

(
頭
書
)
額
間
左
右
、

〈
左
北
右
南
、

大
将
在
前
西
上
、
左
自
北
昇
左
、

大
将
自
南
着
無
妨
、
雨
漏
時
、
以
円
座
為
大

将
座
、
宰
相
中
将
着
大
将
下
云
々
、
将
監
以
下
立
御
前
、
向
東
着
簑
笠
之
V
兵

衛
立
南
庭
、

〈
盛
時
、
召
加
御
前
、
持
長
戟
之
V
敷
雷
鳴
御
座
、
鳴
盛
時
、
分

陣
遣
后
殿
、
外
衛
督
佐
候
殿
上
者
、
帯
弓
箭
候
簾
中
、

(
『
西
宮
記
』
巻
四
、

=
三

一頁
-
故
実
叢
書
本
に
よ
る
)

雷
鳴
が
三
度
以
上
し
た
時
は
、
近
徳

の
大
将
以
下
は
弓
箭
を
帯
し
、
清
涼
殿
の
天

皇
御
前
の
孫
廟

に
伺
候
す
る
。
左
近
衛

は
御
座

の
北
側
、
右
近
衛
は
南
側
、

(
『
北
山
抄
』
に
よ
れ
ば
、
将
監
以
下
は
、
南
階
の
左
右
両
側
に
候
し
、
)
兵
衛

府
は
南
庭
に
陣
を
し
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
雷
鳴
陣
と
い
っ
た
。
雷
鳴

壷
に
関
す
る
前
述
の
注
の
如
き
こ
と
が
あ

っ
た
と
は
思
え
な
い
。
全
対
訳
日
本
古

典
新
書
の
片
桐
洋

一
氏
訳

・
注

『
古
今

和
歌
集
』
で
は
、

「
諸
注
、
雷
鳴
陣
と
混

同
し
て
雷
が
鳴

っ
た
時
六
衛
府
の
官

人
が
帝
を
守
護
す
る
所
と
す
る
が
い
か
が
」

と
述
ぺ
て
い
ら
れ
る
。
雷
鳴
の
折
、

雷
鳴
壷
に
天
皇
が
出
御
し
、
六
衛
府
の
武
士

が
参
集
す
る
と
い
う
説
が
ど
う
し
て
生

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ω
天
長
七
年
七
月
戊
子
、
天
皇
幸
二
神
泉
苑
一覧
二相
撲
刈
申
刻
雷
雨
。
酉
剋
鐸
二
展

内
裏
西
北
角
曹
司
而
左
右
近
衛
騎
二
乗
御
馬
一
馳
入
二
内
裏
一撲
二
滅
神
火
↓
戌
刻

雷
声
乃
止
。
即
帝
還
宮
。
見
参
諸
司
官
人
已
下
、
衙
門

々
部
已
上
、
賜
レ
禄
有
レ

差
。
不
レ
覧
二
相
撲
一粛
二
露
舞

也
。

(
『
類
聚
国
史
』
巻
七
三
-

三
五
七
頁
ー

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
よ
る
)

天
長
七
年
七
月
十
六
日
、
神
泉
苑
で
相
撲
が
行
わ
れ
、
天
皇
が
そ
こ
へ
赴
い
て
い

た
折
、
雷
雨
が
あ
り
、

「
内
裏
西
北
角
曹
司
」

に
落
雷
が
あ
り
、
近
衛

の
武
士
は

か
け

つ
け
て
火
を
消
し
と
め
た
。
雷
声
が
止
み
、
天
皇
は
内
裏

へ
還

っ
た
と
い
う
。

落
雷
の
あ

っ
た

「
内
裏
西
北
角
曹
司
」
と
は
襲
芳
舎
で
あ
ろ
う
。
襲
芳
舎

へ
の
落

雷
を
思
わ
せ
る
資
料
で
あ
る
。
落
雷
に
際
し
、
近
衛

の
武
士
が
襲
芳
舎
ら
し
き
所

に
か
け
つ
け
て
神
火
を
鎮
め
た
と
い
う
こ
と
が
、
襲
芳
舎
に
六
衛
府

の
武
士
が
参

集
す
る
と
い
う
如
き
説
を
生
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

国
文
学

の
研
究

に
お
い
て
、
中
世
の
師
資
相
承
の
注
釈
に
よ
る
こ
と
な
く
、
実

証
的
な
注
釈
を
重
ん
じ
た
僧
契
沖
は
、

『
古
今
余
材
抄
』

に
お
い
て
、

一
九
〇
番

の

「
か
む
な
り
の
っ
ぽ
」

に
つ
い
て
、

か
む
な
り
の
つ
ぼ
は
襲
芳
舎
な
り
。
凝
花
舎
の
北
に
あ
り
。
昔
神
の
お
ち
か
か

り
け
る
よ
り
の
名
と
か
や
。

と
述
べ
、
本
居
宣
長
は
、

『
古
今
和
歌
集
遠
鏡
』

で
、

コ

つ
ぼ

つ
ぼ
は
御
坪
の
内
に
て
、
梅
壷
、
藤
壷
な
ど
い
ふ
は
、
そ
の
御
坪
の
内
に
あ
る

木
草
を
も
て
、
そ
こ
の
舎

の
異
名
に
し
た
る
物
な
り
。
か
む
な
り
の
つ
ぼ
も
、

雷
の
落
た
る
事
有
し
よ
り
、
異
名
に
な
れ
る
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
襲
芳
舎
を
雷
鳴
壺
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
落
雷
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
命
名
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
宣
長
が
い
う
よ
う
に
、
梅
壷
、
藤
壷
な
ど
の

称
は
壷
庭
の
木
草
に
よ

っ
て
で
あ
る
の
に
、
襲
芳
舎
が
雷
鳴
壷
と
称
せ
ら
れ
る
の

は
落
雷
の
た
め
だ
と
い
う
の
で
は
、
同

一
の
命
名
法
で
な
い
こ
と
に
な
る
。

裏
松
固
禅
の

『
大
内
裏
図
考
証
』
の
襲
芳
舎

の
項
の
中

に
、

露
震
木

倭
名
抄
日
、
襲
芳
舎

く在
凝
花
舎
北
、
加
美
奈
利
の
豆
保
、
以
鐸
麗
、

俗
謂
雷
鳴
壷
V
O
古
今
和
歌
集
、
古
抄
日
、
か
ん
な
り
の
つ
ぼ
は
、
襲
芳
舎
を

い
ふ
。
此
舎
の
庭
に
、
む
か
し
露
展
木

の
侍
り
け
る
と
か
や
。

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
襲
芳
舎
に
露
塵
木
が
あ

っ
た
と
す
る
古
抄
に
該
当
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す
る
注
が
ど
れ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
露
震
木
が
庭
に
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
命

名
と
す
る
説
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

関
根
正
直
氏
の

『
修
正
公
事
根
源
新
釈
』
の

「
雷
鳴
陣
」

の
項
の

「釈
」
中

に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
襲
芳
舎
」
は
シ
ハ
ウ
シ
ヤ
と
読
む
を
故
実
と
す
。
此
所
を
神
鳴
の
つ
ぼ
と
い

ふ
由
は
、
曽
て
庭
上
の
樹
に
、
雷
落
ち
て
焼
け
た
る
を
、
其
の
ま
エ
に
植
ゑ
か

ふ
る
事
も
な
き
に
よ
り
、
終
に
名
に
な
り
た
る
と
も
、
雷
鳴
の
時
、
主
上
こ
エ

に
渡
御
ま
し
ま
し
、
兵
衛
瀧
口
な
ど
警
固
に
候
す
る
よ
り
此
の
名
あ
り
と
も
い

ふ
説
あ
り
。
さ
れ
ど
、
雷
鳴
の
陣
は
、
御
殿
に
て
の
事
な
る
は
、
西
宮
抄
に
も

云
へ
る
通
り
な
れ
ば
前
説
の
方
な
る

ぺ
し
。

(
下
巻
五
五
頁
)

右
と
同
様
の
説
が
、
池
田
亀
鑑
氏
の

『
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
』
に
も
見
ら
れ

る
。平
成
六
年
四
月
刊
行
の

『
平
安
時
代
史
事
典
』

の

「
襲
芳
舎
」
の
項
で
も
、

「
雷
鳴
壼
の
俗
称
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
同
舎
の
庭
の
樹
木
が
落
雷
で
焼
け
た
の
を

植
え
替
え
ず
に
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

い
た
の
に
因
む
」
と
な

っ
て
い
る
。

『
二
十
巻
本
和
名
抄
』
巻
十

「
屋
舎
」

の
項
中
に
、

襲
芳
舎

〈
在
凝
華
舎
北
、
加
美
奈
利
乃
豆
保
、
以
露
震
俗
謂
之
雷
鳴
壷
。
〉

と
あ
る
。

『
十
巻
本
和
名
抄
』
巻

一

「
雷
公

〈
露
露
電
附
〉
」
の
項
に
は
、

兼
名
苑
云
雷
公
、
名
雷
師

〈
雷
音
力
回
反
、
和
名
奈
流
加
美
、

一
云
以
加
豆
知
。
〉

釈
名
云
、
露
麗

〈
辟
歴
二
音
、
和
名
加
美
渡
計
。
〉
露
析
也
。
震
歴
也
。
所
レ

歴
皆
破
析
也
。

と
あ
る
。

『
二
十
巻
本
和
名
抄
』
巻
二
、

「
雷
公

〈
電
等
附
〉
の
項
に
は
、

兼
名
苑
云
、
雷
公

一
名
雷
師
、
力
回
反
、

〈
和
名
伊
加
豆
知
。
〉

一
云
、

〈
奈

流
加
美
。
〉
電
、
堂
練
反
、

〈
和
名
伊
奈
比
加
利
り
〉

一
云
、

〈
伊
奈
豆
流
比
。
〉

一
云
、

〈
伊
奈
豆
萬
。
〉
電
之
光
也
。

一
云
、
露
震
、
辟
歴
二
反
、
俗
云
、

〈
加
三
於
豆
。
V

一
云
、

〈
加
美
止
介
。
V
露
折
也
。
露
歴
也
。
所
歴
皆
破
折

也
。

襲
芳
舎
は
露
麗
に
よ

っ
て
雷
鳴
壼
と
い
う
と
い
う
。
露
歴
の
露
は
、
十
巻
本
に
よ

れ
ば

「析
」
、

二
十
巻
本
に
よ
れ
ば

「折
」
の
意
。
震
は
歴
の
意
。
窮
震
と
は
、

わ

さ

雷
の
通

っ
た
所
は
、
破
れ
て
、
析
け
、
ま
た
は
折
れ
る
意
で
、
そ
う
い
う
現
象
が

お
こ
っ
た
時
、

「
か
み
お
つ
」
と
か

「
か
み
と
け
」
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
露
蟹
は
壼
の
名
を
導
き
出
す
木
で
は
な
い
。

「以
露
震
俗
謂

之
雷
鳴
壺
」
と
い
う
記
事
に
お
け
る

「
以
露
薦
世

と
は
、

『
古
今
和
歌
集
遠
鏡
』

の
い
う
よ
う
に
、
落
雷
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
の
意
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、

『
新
撰
字
鏡
』

に
よ
れ
ば
、

「露

〈
普
歴
反
大
雷
震
也
〉
」
、

「露

〈
理
微
反
、
力
秋
反
、
雷
乃
不
女
留
木
〉
」
と
あ
る
。

「
偲
〔

が

「雷
乃
不

女
留
木
」

の
意
を
も
つ
な
ら
、

「
以
簿
震
」
と
は
、
壼
庭
に
落
雷
し
た
木
が
あ

っ

た
こ
と
に
よ

っ
て
の
意
と
な
ろ
う
。

『
大
内
裏
図
考
証
』
に
示
さ
れ
た

「
騨
震
木
」

と
は
、
落
雷
し
た
木
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

③

(神
亀
四
年
)
三
月
升
日
庚
午
。
供
二養
大
和
国
城
上
郡
長
谷
寺
叩
請
二僧
六
十

口
↓
行
基
菩
薩
為
二
導
師
一義
逞
法
師
為
一一究
願
↓

一
云
。
究
願
玄
防
僧
正
。
夫

件
寺
者
。
弘
福
寺
僧
道
明
。
俗
姓
六
人
部
氏
。
井
沙
弥
徳
道
。
播
磨
国
揖
宝
郡

人
辛
矢
田
部
氏
。

二
人
相
共
所
二建
立
一也
。
其
仏
木
者
。
自
二
近
江
国
高
嶋
郡

三
尾
前
山
一。
流
出
露
震
木
也
。
所
レ
至
之
処
。
有
二疾
疫
実
刈
随
二人
漂
流
一遂
至
二

大
和
国
葛
木
郡
神
河
浦
↓
袋
沙
門
道
明
。
沙
弥
徳
道
。
控
二引
此
木
刈
企
二造
仏

思
而
有
レ志
無
レカ
。
専
勤
二礼
拝
つ
於
レ
是
。
正
三
位
行
中
務
卿
兼
中
衛
大
将
藤

原
朝
臣
房
前
。
奏
二
聞
公
家
刈
依
レ
勅
。
下
二行
大
倭
国
稲
三
千
束
而
因
レ戴
奉
レ

造
二十

一
面
観
世
音
菩
薩
像

一
躰
而
高
二
丈
六
尺
。
雷
公
降
臨
。
破
二作
方
八
尺

盤
石
↓
令
レ
為
二其
座
一　
。
仏
師
稽
主
勲
。
稽
文
会
両
人
之
作
。

〈
已
上
繰
起

文
。
〉

(
『扶
桑
略
記
』
第
六
ー
八
六
頁
」
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
よ
る
)

④
同
年

(神
亀
四
年
)
丁
卯
三
月
廿
日
。
長
谷
寺
供
養
。
行
基
菩
薩
為
二導
師
而

ム
ワ
ツ
ク
ル
ま
ツ
ユ
の
　

此
寺
者

二
丈
六
尺
十

一
面
観
音
像
也
。
奉
レ立
二
石
上
↓
御
衣
木
楠
木
也
。
此
木

者
。
洪
水
之
時
。
自
二近
江
国
高
嶋
郡

三
尾
山
前
一
流
出
也
。
村
閻
之
民
。
以
二

其
木
一
用
レ薪
之
輩
。
悉
以
亡
失
。
又
疫
病
盛
也
。
卜
笠
。
其
処
此
木
之
崇
也
。
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云
々
。
乃
引
二棄
大
津
追
一。
猶
於
二彼
所
一如
レ
此
。
常
成
二雷
響
鱒
時
人
号
二露
震

木
刈
諸
人
不
二安
堵
而
又
引
二
棄
長
谷
川
追
一畢
。

(
下
略
〉

(
『帝
王
編
年
記
』

巻
十

一
-

一
五
二
頁
-
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
よ
る
)

⑤
長
谷
寺
者
。
淡
路
廃
帝
御
宇
。
在
大
和

国
長
谷
郷
神
河
浦
北
豊
山
峰
。
徳
道
聖

人
建
立
。

(中
略
)
徳
道
。
謹
請
奉

相
此
霊
木
成
歓
喜
心
問
村
里
古
老
於
事
由

之
処
。
答
云
。
此
霊
木
由
来
不
知
。

但
伝
聞
。
昔
継
体
天
皇
即
位
十

一
年

〈
丁

酉
〉
有
洪
水
。
廓
震
三
十
余
丈
楠
自
近
江
国
高
嶋
郡
三
尾
前
山
流
出
。

(下
略
)

(諸
寺
略
記
-

二
八
六
～
七
頁
-
続
群
書
類
従
第

二
十
六
輯
下
に
よ
る
)

3
4
5
は
共
に
長
谷
寺
の
観
音
像
の
由
来
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
観
音
像
を
作

っ

た
木
に
つ
い
て
、
③
は
、

「
辟
震
木
」

で
あ

っ
た
と
い
い
、
ω
は
楠
で
、
時
人
は

「辟
震
木
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
⑤
は
、

「露
震
三
十
余
丈
楠
」
だ

っ
た

と
い
う
。
こ
の
三
つ
の
記
事
か
ら
、
三
十
余
丈
も
あ
る
楠
に
落
雷
し
、

「
露
展
木
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
い
え
ぱ
、

「露
麗
楠
」
な
の
だ
が
、

一
般
化
す
れ
ば

「
輝
震
木
」
と
い
う
表
現
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

江
馬
務
氏
の

『増
訂
新
脩
有
職
故
実
』

(昭
和
十
九
年
版
〉

一
七
〇
頁
に
は
、

「襲
芳
舎
は
又
雷
鳴
壺
と
い
ひ
、
は
た
め
き
の
末
が
あ
り
」
と
あ
る
。

『
江
馬
務

著
作
集
第
十
巻
』

(
一
九
八
八
年
普
及
版
)
所
収
の

『有
職
故
実
』

一
五
四
頁
に

か
み
と
じ

に
よ
め
ほ

は
、

「襲
芳
舎
は
雷
鳴
の
際
天
皇
が
臨

御
遊
ぱ
さ
れ
る
神
解
の
木

(露
震
木
)
が

あ
る
た
め
、
又

「
か
み
な
り
の
つ
ぼ
」

と
も
い
ひ
」
と
あ
る
。
何
を
根
拠
と
さ
れ

た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
私
は
、
か
つ
て

『
源
氏
物
語
手
鏡
』
に
、

「
雷
鳴
壼
の

ぽ
た
め
ゆ

名
の
由
来
は
露
震
の
木
が
庭
に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
り
」
と
書
い
た
。

「
騨
霞
木
」

の
存
在
は
、

『
大
内
裏
図
考
証
』
や
、

関
根
正
直
著

『
修
正
公
事
根
源
新
釈
』
に

よ
り
、
そ
の
読
み
方
は
、

『
増
訂
新
脩

有
職
故
実
』
に
よ

っ
て
で
あ

っ
た
。
そ
の

後
、

「郵
震
」
を

「
は
た
め
き
」
と
読
ん
で
い
る
資
料
を
求
め
た
が
ま
だ
出
会
う

こ
と
が
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
、

「
は
た
め
き
」
と
読
ん
で
い
る
資
料
が
あ

っ
て

も
、
そ
れ
に
よ

っ
て

「
か
ん
な
り
の
壺
」
と
呼
ぶ
こ
と

へ
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

故
実
叢
書

の

『
大
内
裏
図
考
証
』

の

「
鐸
麗
木
」

を
、

「
索
引
」

で
は
、

「躍
露
糾
」

(襲
芳
舎
)
と
い
う
形
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
訓
み
方
は
何
に
よ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、

「騨
震
」
は
、
十
巻
本

で
は

「加
美
渡
計
」
、
二
十

巻
本
で
は

「
加
美
止
介
」
、

『類
聚
名
義
抄
』
で
は

「
カ
ミ
オ
ツ
、

一
云
カ
ミ
ト

キ
」
と
あ
る
が
、

「
カ
ミ
ト
ケ
の
木
」
、

「
カ
ミ
オ
ツ
の
末
」
、

「
カ
ミ
ト
キ
の

木
」
が
落
雷
し
た
木

で
あ
る
に
し
て
も
、

「
カ
ミ
ト
ケ
の
木
」
、

「
カ
ミ
オ
ヅ
の

木
」
、

「
カ
ミ
ト
キ
の
木
」
か
ら

「
か
ん
な
り
の
壷
」
と
呼
ぶ
道
は
開
け
な
い
。

『
和
名
抄
』
が

「
以
露
露
俗
謂
之
雷
鳴
壼
」
と
注
し
た
時
は
、

「騨
震
」
を
、

「
加
美
渡
計
」
、

「加
美
止
介
」
と
訓
ん
で
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

「
カ
ミ

ト
ケ
」
か
ら

「雷
鳴
壷
」
と
呼
ぶ
説
明
は
生
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

十
巻
本

『伊
呂
波
字
類
抄
』
に
は
、

「鐸
震
」
を

「
カ
ミ
ナ
リ
」
と
訓
ん
で
い
る
。

『
新
撰
字
鏡
』

が

「
震
」

に

「雷
乃
不
女
留
木
」
と
注
す
る
の
に
よ
れ
ば
、

『和
名
抄
』
の

「以
露
震
」
と
は
、
襲
芳
舎
に

「騨
震
の
木
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
の
意
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

『
和
名
抄
』
に

「
カ
ミ
ト

ケ
」
と
い
う
読
み
方
を
あ
げ
て
い
る
に
し
て
も
、
そ
の
他
に
、
十
巻
本

『
伊
呂
波

字
類
抄
』
と
同
じ
く

「カ
ミ
ナ
リ
」
と
い
う
読
み
方
、
あ
る
い
は
理
解
も
あ

っ
て
、

「
露
麗
木
」
を

「
カ
ミ
ナ
リ
ノ
キ
」
と
呼
ば
れ
も
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
露
鶴
に

を

「
カ
ミ
ト
ケ
」
と
い
う
読
み
方
に
限
ら
な
い
で
、

「
カ
ミ
ナ
リ
」
と
も
読
ん
だ

こ
と
か
ら
、

「以
厘辟
震
ロ

と
は

「
カ
ミ
ナ
リ
の
木
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
の
意
で
あ

り
、

「
俗
謂
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
事
情
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
も

し
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
襲
芳
舎
を

「
か
む
な
り
の
壷
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
、
他

の
屋
舎
と
同
じ
命
名
法
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

注

割
注
書
き
の
部
分
を

〈

〉
に
よ
っ
て
示
し
た
。
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